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 （続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
平沼騏一郎は、満州事変以降首相時代まで軍部と結びつき大陸政策を推進したとし
て東京裁判でＡ級戦犯の判決を下された。近年の平沼研究においては、思想性に加え
首相時代の平沼が親英米的であることが強調され、同内閣以降の政治行動について
は、太平洋戦争の開戦には結びつかない、等の指摘がある。 
本論文は、これまで十分に分析されてこなかった平沼の司法官僚時代や、太平洋戦
争中と戦後も含め、できるだけ一次史料に基づき平沼の政治思想・秩序観と政策や政
治手法を分析したものである。また平沼についての初めての本格的な伝記研究でもあ
る。 
本論文は、平沼の政治的影響力が最も強かったのは1930年代末の首相時代ではな
く、1930年代前半であることを明らかにした。浜口雄幸内閣で疑獄事件が続発し、平
沼は政党内閣に反感を強めた。ロンドン条約問題では、英米への不信感から条約締結
に反対し、統帥権問題で軍部の官僚的権限を擁護した。こうして平沼は政党政治や政
党の力を弱め、軍部の台頭を促進する役割を果たした。 
他方、平沼はロンドン条約反対派の陸海軍軍人を提携相手とし、首相の座を狙っ
た。平沼は軍部を抑えられる文官であることをアピールする一方、軍部に対しては協
力姿勢を示すことで、双方から支持を獲得しようとした。しかし、平沼は元老西園寺
公望から支持されず、この時には首相になることができなかった。 
首相時代の平沼は、対米英関係の改善を考慮するが、ソ連を対象とする日独防共協
定強化を陸軍とともに推進しただけに終わる。これは三国軍事同盟につながり、後に
日米開戦の原因の一つとなる。 
さらに本論文は、司法官僚時代の平沼が、山県有朋と思想的に類似していたが、長
州系でないため疎外されたので、政友会と連携したことを明らかにする。平沼は，政
友会の力を背景に、司法部改革や検察権の柔軟な運用を行い、司法部における権力基
盤を確立した。しかし、平沼は内心天皇主権説であり、政党内閣を嫌い、一貫して官
僚的権限を擁護した。 
また平沼は、第一次世界大戦後の思想・社会変動に危機感を持ち、反共・反政党の
立場から政治家への転身を図ろうとし、内大臣等としての宮中入りや首相を目指した
ことを示す。 
これまで思想性が強調される傾向があった平沼像に対し本論文は、平沼は思想的と
いうより強い権力志向を持った政治家であり、むしろ機会主義的ですらあったことを
論じ、平沼の実像形成に寄与した。 
 よって、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しいものであり、かつ、学
界の発展に資するところが大きく、特に優れた研究であると認められる。 
 また、平成27年2月3日に調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った結
果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
